
式辞  
 
湯崎 広 島 県知 事 、 林 広島 県 議 会議 長 を は じめ 、 ご 来賓 の 皆 様 方、 ご 多忙

のな か 、 本学 の 入 学 式に ご 光 来賜 り 誠 に あり が と うご ざ い ま す。  
衷心 よ り 御礼 申 し 上 げま す 。  
 
県 立 広 島 大 学 お よ び 大 学 院 に ご 入 学 の 皆 様 、 お め で と う ご ざ い ま す 。

ご家 族 ・ ご関 係 の 皆 様、 お 祝 い申 し 上 げ ます 。  
  
 こ の 広 島県 で 皆 様 が学 生 生 活を お 送 り にな る の は、 大 変 幸 せだ と 私は

確言 で き ます 。  
 な ぜ な ら、 広 島 の 自然 や 街 は、 大 変 美 しい の で す。 広 島 市 の街 は 道路

も広 く 、 電線 の 地 中 化率 が 東 京２ ３ 区 に つい で 高 いの で 、 広 島の 空 は印

象派 を 生 んだ パ リ の よう に 綺 麗な の で す 。平 和 大 通り な ど 、 花一 杯 の歌

壇が 随 所 にあ り 、 私 はパ リ の ポン ヌ フ や シャ ン ゼ リゼ を 思 い 出し ま す。

川は 水 量 豊か に ゆ っ たり と 流 れ 、船 が 浮 かび 、人口 116 万 人 の大 都 市の

都心 の 川 でシ ジ ミ 漁 が行 わ れ るほ ど 水 も 綺麗 で 、 フラ ン ス の 名画 を 数多

く展 示 す るエ レ ガ ン トな 美 術 館も あ り ま す。 ４ ７ 都道 府 県 の なか で 、国

宝建 造 物 の数 は 全 国 ５位 で す から 、 皆 さ まに は 一 級の 文 化 を 楽し ん でい

ただ け ま す。 ス ポ ー ツで は 、 海の レ ジ ャ ー拠 点 は 全国 第 １ 位 、釣 り 人口

比率 は 3 位で す。キ ャン プ 場 の数 は ６ 位 です し 、極 近 くの 関 西の 人 で も

知ら な い 人が 多 い の です が 、 広島 に ス キ ー場 は ２ ０近 く も あ るの で す 。  
 そ れ だ けで な く 、 広島 県 議 会事 務 局 発 行の 平 成 ２４ 年 版 『 指標 で みる

広島 県 勢 』に よ り ま すと 、 広 島は 中 四 国 以西 で 製 造業 出 荷 額 が最 も 高い

県で 、 産 業の 集 積 も あつ く 、 勤労 者 世 帯 の貯 蓄 額 は全 国 ６ 位 で、 負 債額

はな ん と ４５ 位 と 大 変少 な い ので す 。  
本学 は キ ャン パ ス が 、広 島 市 、庄 原 市 、 三原 市 と 、広 島 県 の ほぼ 全域

に展 開 し てお り ま す し 、３キ ャ ン パス 間 の交 流 も 行っ て い ま すの で 、「広

島県 全 体 が本 学 キ ャ ンパ ス 」 と言 っ て お りま す が 、ぜ ひ 皆 さ まに 広 島の

自然 や 文 化の 、 美 し さ楽 し さ を発 見 し て いた だ き 、そ れ と と もに 鉄 鋼、

造船 、 自 動車 等 、 世 界に 貢 献 する 広 島 の 経済 活 動 の躍 動 ぶ り を日 常 的に

感じ 取 っ てい た だ き たい と 思 いま す 。 ま た、 広 島 では 、 お そ らく 日 本は

おろ か 世 界の ど の 都 市で 学 生 生活 を 送 る より も よ り深 く 、 平 和の 問 題を

毎日 意 識 し考 え る こ とに な り ます か ら 、 広島 は 、 世界 の 将 来 を考 え るべ

き若 き 学 生諸 氏 が 学 生生 活 を 送る に は 、 最高 の 地 だと 思 い ま す。  
その 広 島 で、 楽 し み にな り な がら 、 ど う かし っ か りと 勉 学 に 励ん でい

ただ き た いと 思 い ま す。 実 は 、現 代 は 、 勉学 が と りわ け 大 事 にな っ てい

ます 。  
源氏 物 語 の若 菜 の 下 に、 光 源 氏が 紫 上 と 語り 合 い、「 女 子（ おん な ご）

を生 ほ（お お ）し た てん こ と よ（ 女 の子 を育 て て いく こ と は ）、いと 難（か



た） か る べき わ ざ な り」 と い う場 面 が あ りま す 。 当時 の 女 性 の自 立 は難

しく 、 そ の人 生 は 男 性に 左 右 され る こ と が多 い こ とか ら 、 こ の言 葉 がで

てく る の です が 、 こ の言 葉 は 、今 で も 女 性に と っ てま だ ま だ その 通 りで

あり ま す が、 現 代 で は、 男 女 を問 わ ず 、 また 年 齢 を問 わ ず 生 きて い くの

が大 変 難 しく な っ て いま す 。  
ＩＴ を 含 め技 術 も 高 度化 し 、 経済 社 会 は 複雑 性 を 増し 、 グ ロ ーバ ル化

で、 異 文 化理 解 の 必 要性 が 高 くな り 、 価 値も 多 様 化し て 、 組 織の 中 で仕

事を こ な すの も 大 変 にな り 、 多様 な 人 々 との コ ミ ュニ ケ ー シ ョン が 難し

さを 強 め てい ま す 。  
有名 な 名 作映 画 「 海 の上 の ピ アニ ス ト 」 は、 豪 華 客船 と い う 閉じ られ

た空 間 で は、 ピ ア ノ の名 手 と して 自 信 を もっ て 生 きて い け た ピア ニ スト

が、 船 を 下り よ う と した と き 、船 の 外 の 複雑 性 ・ 多様 性 に た じろ ぎ 、タ

ラッ プ を 再び 登 り 船 に戻 っ て しま う の で す。  
しか し 、 この 映 画 の よう に 、 もど る と こ ろが あ れ ばい い の で すが 、経

済的 停 滞 のつ づ く 厳 しい 今 の 世界 で は 、 もど る 船 や戻 る べ き 元の 仕 事は

なく な っ てし ま っ た りす る こ とが 多 い の です 。  
この と き 、皆 さ ま に とっ て の 最強 の 力 は 、勉 学 で す。 世 の 中 や、 いろ

いろ の 組 織の 課 題 を 自ら み つ け、 創 造 的 に解 決 策 をつ く り 、 それ を 実行

する 企 画 をた て 、 組 織化 し て 、指 揮 で き る能 力 を 磨く の は 、 高等 教 育を

行う 大 学 の役 割 で す 。か つ て、経済 史 の 大家 角 山 栄教 授 は、「明 治 以来 日

本の 大 学 は変 電 所 だ った 。 欧 米で 開 発 さ れた 新 し い技 術 や 知 識を 、 その

まま で は 理解 し 利 用 する の が 難し か っ た ため 、 電 圧を 下 げ て 日本 で 使え

るよ う に する の が 大 学の 役 割 であ っ た 。 しか し 、 大学 の 本 来 の役 割 は新

しい 技 術 ・知 識 を 生 み出 す 発 電所 で あ る 」と さ れ てい ま し た 。そ し て、

今日 の 日 本の 一 流 の 大学 は 研 究力 を 高 め て、 発 電 所に な っ て いま す し、

本学 も そ の一 翼 に あ ると 私 は 確信 し ま す 。  
卒業 式 の 式辞 で お 話 しし ま し たの で 、 こ こで は 具 体的 な 数 字 は省 略し

ます が 、 本学 の 研 究 力は 、 日 本の 一 流 国 立大 学 に 並ぶ と も 劣 らな い とい

えま す し 、学 生 諸 氏 が発 電 で きる 能 力 を もて る よ うに 、 卒 業 論文 を 全員

に書 い て いた だ い て おり ま す 。し っ か り と実 力 を つけ て く だ さい 。  
とこ ろ で 、専 門 能 力 とは 別 に 、多 様 な 人 々と の コ ミュ ニ ケ ー ショ ンが

十分 で き るよ う に な るに は 、 多様 な 人 々 の生 き 方 や考 え 方 を 深く 理 解で

きる こ と が大 事 で す 。そ の た めに は 、 優 れた 文 学 を読 み 一 級 の芸 術 に親

しん で く ださ い 。 本 学の 図 書 館の 充 実 度 は全 国 的 に折 り 紙 つ きで す し、

図書 の 借 り出 し 数 は 、中 国 地 方の ５ つ の 国立 大 学の 1 .5 倍 か ら２ 倍 ほど

で大 変 高 いの で す が 、皆 さ ま はも っ と も っと お 読 みく だ さ い 。そ し て、

美術 館 や コン サ ー ト にも し ば しば 出 か け 教養 を 高 めて く だ さ い。 そ うす

れば 、 コ ミュ ニ ケ ー ショ ン 能 力は 飛 躍 的 に高 ま る でし ょ う 。  
そう し て 、力 を 蓄 え まし た ら 、皆 さ ま ご 自身 が 幸 せに な れ る と思 いま

すが 、皆 さ まご 自 身 が幸 せ に なれ ば 、そ の力 を 広 島の た め 、日本 の た め、



そし て 広 く地 球 社 会 のた め に 役立 て て く ださ い 。 世界 は そ れ を期 待 して

いま す 。  
最近 の 数 年と り わ け 、厳 しい こ とが 増 え てい ま す 。こう し た とき に は、 

ドイ ツ の 詩人 、 ツ ェ ーザ ル ・ フラ イ シ ュ レン の 次 の詩 を 思 い 出し て いた

だき た い と思 い ま す 。こ の 詩 はド イ ツ の 家庭 な ど では 、 よ く 壁に か けら

れて い ま すし 、 山 本 有三 の 書 物「 心 に 太 陽を 持 て 」の 題 名 と して 使 われ

てい ま す から 、 ご 存 じの 方 も 多い と 思 い ます 。  
  
 心 に 太 陽を 持 て 。  
 あ ら し が  ふ こ う と、  
 ふ ぶ き が  こ よ う と、  
 天 に は 黒く も  
 地 に は 争い が 絶 え なか ろ う と、  
 い つ も 、心 に 太 陽 を持 て  
 
 く ち び るに 歌 を 持 て  
 軽 く 、 ほが ら か に 。  
 自 分 の つと め 、  
 自 分 の くら し に 、  
 よ し や 苦労 が 絶 え なか ろ う と、  
 い つ も くち び る に 歌を 持 て 。  
 
 苦 し ん でい る 人 、  
 な や ん でい る 人 に は、  
 こ う い って は げ ま して や ろ う。  
 「 勇 気 を失 う な 。  

くち び る に歌 を 持 て 、  
心に 太 陽 を持 て 。」  

 
 
平成 ２ ４ 年４ 月 ５ 日  
                    県 立 広島 大 学  

                   学 長  赤  岡   功  
       
 


